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「願いが舞う」
－太田の火まつり・２月17日－

　昭和57年に始まった「太田の火まつり」は、地域のあちこちで
行われ、生活に彩りを添えてきた小正月行事を再現。
　仙北市より歴史が古いと言われる「紙風船」では、願いが込め
られた53個の紙風船が夜空に舞いました。
　そして、わらを積み上げた高さ約10メートルの「かまくら」
（写真中央）に火が付けられ、天筆が焼かれました。
　豊作や安全、繁栄などの願いや思いが込められ、先人の教えが
息づく大仙市の小正月行事も終わり、春はそこまで来ています。



　
市
で
は
、
各
地
域
の
地
域
性
や
人
間
性
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
が

心
豊
か
に
充
実
し
た
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
展
開
や
公
民
館
、
社
会
教
育
施

設
等
の
機
能
向
上
を
目
指
し
、19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
見
通

し
た
「
大
仙
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
推
進
計
画
は
、４
月
か
ら
教
育
委
員
会
各
分
室
ま
た
は
各
公
民

館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
内
線
３
３
８
ま
で

　
市
町
村
合
併
か
ら
２
年
。
旧
市
町
村
で
策

定
し
た
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
な
ど
の
推
進

計
画
を
見
直
し
ま
し
た
。
新
し
い
生
涯
学
習

推
進
計
画
で
は
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
な
ど

の
教
育
力
の
再
活
性
化
の
た
め
「
共
に
、
創

る
、
考
え
る
、
開
く
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
生

き
て
働
く
知
恵
を
育
み
、
創
造
力
に
あ
ふ
れ

る
人
づ
く
り
」
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
大
仙
市
と
し
て
の
一
体
性
を
考
え
、
地
域

と
の
か
か
わ
り
や
少
子
化
な
ど
の
各
地
域
が

抱
え
て
い
る
課
題
を
把
握
し
な
が
ら
「
心
の

豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
求
め
る
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
生
涯
学
習
」を
目
指
し
ま
す
。

　　
こ
の
計
画
は
、
大
仙
市
総
合
計
画
の
基
本

い

理
念
で
あ
る
「
人
が
活
き
地
域
が
輝
く
ま

ち
」
「
人
が
集
い
地
域
が
躍
動
す
る
ま
ち
」

「
と
も
に
支
え
合
い
笑
顔
と
豊
か
な
心
に
出

会
う
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
市
民
が
自

ら
進
ん
で
学
び
、
そ
の
成
果
を
発
揮
し
な
が

ら
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
10
月
に
行
っ
た
市
民
意
識
調
査
で

の
生
涯
学
習
に
関
す
る
課
題
や
評
価
、
今
後

の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
地
域
の
特
色
や
独
自

性
を
生
か
し
な
が
ら
市
と
し
て
の
一
体
性
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
市
民

の
学
習
活
動
を
多
方
面
か
ら
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
学
習
活
動
支
援
の
取
り
組
み

は
、
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
５
年
間
と

し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
に
関
わ
る
３
本
柱
と
し
て
、
①

「
生
涯
学
習
の
推
進
」
②
「
芸
術
文
化
の
振

は
ぐ
く

生
き
て
働
く
知
恵
を
育
み
、
創
造
力
に
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り

「
大
仙
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

市
民
の
ニ
ー
ズ
や
各
世
代
に
応
じ
た

学
習
機
会
の
提
供

心
豊
か
に
充
実
し
た
生
活

自
ら
進
ん
で
学
べ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
声
を
踏
ま
え
た
学
習
活
動
の
支
援

生
涯
学
習
推
進
計
画
の
重
点
目
標
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興
」
③
「
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
」
―
を
重
点
目
標
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
対
応
し
た
市
の
取
り
組
み
を
具
体

的
に
示
し
ま
し
た（
詳
し
く
は
左
表
を
ご
覧

（１）生涯学習の基礎づくりと推進基盤の充実
幼児教育の充実
①総合施設への移行推進
②就学前教育の充実
③親子のふれあい事業の充実
④親・祖父母の学習機会の充実

家庭・地域教育の充実
①子育て講座・教室事業の推進
②安全・安心対策の充実
③家庭の教育力向上事業の推進
④地域の教育力向上事業の推進
⑤PTA活動への支援

学校教育の充実
①各学校における特色ある取り組みの推進
②異学年間の交流や研修会の推進
③総合的な学習の充実
④健康（食育）教育の推進
⑤コンピューター、インターネット等の活用の推進
⑥国際理解教育の充実
⑦障害児（者）・高齢者理解教育の充実
⑧教育相談の充実
⑨教育研究所機能の充実
⑩高等学校・高等教育機関との連携
⑪学校と地域の連携の充実

児童生徒の課外活動や校外活動の充実
①学校外活動機会の充実
②放課後や休日の体験活動等の充実
③課外クラブの振興・奨励
④青少年健全育成体制の充実
⑤少年団体活動への支援
⑥少年団体指導者の育成

推進体制の充実とネットワーク化
①生涯学習推進体制の構築
②生涯学習奨励活動の充実
③生涯学習関連機関等とのネットワークの構築と充実
④企業・各種団体・民間教育機関との連携
⑤広域ネットワーク化の推進
⑥ボランティア団体ネットワークの構築と推進
⑦専門職員体制の整備と充実

１ .生涯学習の推進

学習施設の整備・充実
①学校施設の整備と充実
②社会教育施設の整備と充実
③文化施設の整備と充実
④スポーツ施設の整備と充実
⑤図書館の整備と充実

（２）学習情報の提供と各種講座の充実
多様な学習情報の提供
①生涯学習に関する調査・研究・研修の推進
②学習情報の収集と提供の充実
③学習相談体制の推進

市民のニーズや各世代に応じた学習機会の提供
①市民参加、企画による学習機会の提供
②国際化に対応した学習機会の提供
③子育て・家庭教育に関する学習機会の提供
④青少年・成人の社会参画に関する学習機会の提供
⑤高齢者の生きがいづくりに関する学習機会の提供
⑥情報化に対応した学習機会の提供
⑦ボランティア・NPOに関する学習機会の提供
⑧青少年健全育成に向けた学習機会の提供
⑨男女共同参画に関する学習機会の提供
⑩地域に関する学習機会の提供
⑪福祉に関する学習機会の提供
⑫環境に関する学習機会の提供
⑬芸術文化に関する学習機会の提供
⑭スポーツ・健康に関する学習機会の提供

（３）学習成果の活用と社会参加活動の推進
ボランティア活動の支援
①ボランティアに関する情報・資料提供の充実
②ボランティアに関する学習機会の提供
③ボランティア団体のネットワーク化の推進

人材バンクの整備
①人材バンクの整備
②人材育成の支援

地域活動の推進
①地域間交流の促進
②各種サークル等の自主運営化の支援
③自主的地域活動の推進

文化財の保護保全・整備と活用
①文化財の保護保全と調査
②文化財の整備と活用
③文化財の保存活用施設の整備
④文化財の普及啓発と史料の整備

芸術・文化活動の振興
①芸術鑑賞機会の拡大
②文化活動参加機会の提供
③芸術・文化活動団体等の育成・支援
④施設の整備・充実

２ .芸術文化の振興

生涯学習計画、３つの重点目標に対する主な取り組み

く
だ
さ
い
）。
ま
た
、
取
り
組
み
の
有
効
性
や

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
る
か
な
ど
を

確
認
す
る
た
め
、
毎
年
、
計
画
内
容
の
評

価
・
精
査
・
検
討
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

スポーツ、レクリエーション活動の充実
①スポーツ活動の充実
②スポーツ団体・指導者の育成
③レクリエーション活動の充実
④拠点施設、施設の整備

３ .スポーツ、レクリエーション活動の推進
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福
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障害者
生活支援サービス

　今年度「高齢者生活支援サービス」を利用され

ている方で、来年度も継続して利用を希望する方

は申請が必要です。（家族介護慰労金支給事業につ

いては３月中まで申請）４月から支給方法などが変

更になるものがありますのでご注意ください。

※本来であれば４月中に申請しない場合、交付枚

数が減りますが、来年度に限り５月に申請して

も、４月に申請した場合と同じ枚数になります。

■軽度生活援助事業
　おおむね65歳以上の「１人暮らし世帯」「高齢

者のみの世帯」に軽度な日常生活の援助を行う事

業です。

　１枚で１時間以内の利用が可能な券を使用し

「外出時の支援」「食材の買い物」「寝具類等大物の

洗濯」などのさまざまな軽作業を行ってもらうこ

とができます。申し込み月に応じ、交付上限は年

間48枚です。（１カ月当たり月４枚交付）

◆自己負担額／１時間につき250円

■はり・きゅう・マッサージ施術券助成事業
　満65歳以上の方に、１回の施術について1,000

円を助成する「施術助成券」（市が指定する施術所で

使用可）を交付します。申し込み月および65歳到

達月に応じ、交付上限は年間24枚です。（１カ月当

たり２枚まで）

■温泉ふれあい入浴サービス券助成事業
　市内の高齢者等に対し、市営または第３セク

ター温泉施設の半額券・無料券を交付します。今

年度からは申請された方に対してのみ交付します。

援護福祉課または各総合支所市民課に申し込みく

ださい。交付上限は申し込み月に応じて年間24枚

です。（１カ月当たり２枚交付）

【半額券】60歳～69歳までの障害者手帳等をお持

ちの方、70歳～79歳までの方

【無料券】80歳以上の方

■家族介護用品支給事業
　要介護４・５と認定された高齢者を在宅で介護

されている世帯で、市民税所得割非課税世帯の方

に介護用品を購入できる支給券を交付します。対

象者はなるべく４月中の申請をお願いします。（そ

の後も随時受け付け）

■家族介護慰労金支給事業
　要介護４・５と認定された65歳以上の在宅高齢

者を介護している市民税非課税の世帯で同居しな

がら介護している方へ月額5,000円を助成（口座振

込）します（年額60,000円）。なお、特別障害者手

当を受給している方は対象になりませんのでご注

意ください。対象者はなるべく３月中の申請をお

願いします。（その後も随時受け付け）

■重度心身障害児移送費給付事業
　身体障害者手帳１～３級（ただし３級は下肢・体

幹・呼吸器・視覚のみ）療育手帳Ａの交付を受けた

方に、月２枚でタクシーの初乗り料金（640円）を

助成します。

■人工透析通院者支援事業
　人工透析の通院治療を受けている方で通院距離

が10km以上の方に通院費を助成します。10～

20km未満まで月額5,000円、20km以上は月額

10,000円となります。

■特別障害者手当等
　著しく重度の状態にあるため、日常生活におい

て常時特別の介護を必要とする人で要件に該当し

た場合は手当が支給されます。

◎特別障害者手当

対象／障害者年金１級程度の状態であることを基

本とし、規定の要件に該当する20歳以上の方※

手当月額26,520円

◎障害児福祉手当

対象／重度の障害（おおむねＩＱ20以下または身

体障害者手帳２級程度）のため常時特別の介護を

必要とする20歳未満の方※手当月額14,430円

高齢者
生活支援サービス

【問い合わせ】

各総合支所市民課

<高齢者生活支援サービスは>

援護福祉課高齢班☎ 0187-63-1111

内線169、170、171まで

<障害者生活支援サービスは>

援護福祉課障害班☎ 0187-63-1111

内線167、168まで
大
仙
市
の

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す

Daisen city’s ,
various welfare services .

受け付けは

４月２日（月）から
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大仙市芸術文化賞
受賞者の紹介
　芸術文化活動で顕著な功績をあげた団体や個人を顕彰する、「大仙市芸術文化賞表彰式」が
２月12日に行われ、次の方々が受賞されました。おめでとうございます。
※大仙市芸術文化協会は、昨年の６月に市内の各芸術文化協会が統合し設立しました。

（設立当初は、会員数約5,000人・282団体）

すが わら けい こ

菅 原  惠 子 さん
(西仙北地域・69歳)
短歌。西仙北短歌会所属。

【受賞理由】
　全国結社「砂金」「かりん」
秋田県短歌「寒流」等の同人
や幹部同人、県歌人懇話会
理事等を歴任され、多くの
歌人を輩出。県内外で講師
や選者、西仙北短歌会の副
会長を務められるなど、芸
術文化振興に貢献された功
労が認められました。

ゆ の さわ てつ た ろう

湯野澤 哲太郎 さん
(太田地域・80歳)

短歌。野路短歌会所属。

【受賞理由】
　昭和59年に太田町野路短
歌会を結成。会員の指導に努
められ、自身も県内外の短歌
会で優秀な成績を収められ
ました。太田町芸術文化協会
設立では実行委員長として
尽力され、太田地域における
芸術文化振興の礎を築いた
功績が認められました。

くろ さわ さぶ ろう

黒 澤  三 郎 さん
(仙北地域・79歳)

郷土史研究。大仙市仙
北史談会所属。

【受賞理由】
　郷土史研究に早くから取り
組まれ、仙北村史談会を結
成。現在は相談役として活躍
されています。国指定史跡
「払田柵」や「星宮遺跡」、国
指定名勝の池田氏邸の整備な
どにも協力され、郷土史に対
する情熱、地域文化に与えた
業績が評価されました。

芸術文化活動の功績をたたえます。功労賞に４人、奨励賞に２団体。

か とう てい こ

加 藤  貞 子 さん
(大曲地域・68歳)

合唱。ゆりの木コーラ
ス指導者。

【受賞理由】
　昨年で 30 周年となった
ゆりの木コーラスで、発足
当初から長年にわたり指導
に努めてこられました。ま
た、教師として在職中は音
楽教育に尽力され、県南の
合唱の草分けとして地域文
化の向上に寄与された実績
が高く評価されました。

や おと め ぎん しゃ さか もと ひろし

八乙女吟社（代表・坂本 熙）
短詩型。中仙地域。

【受賞理由】昭和46年に「八乙女詩社」を結成。季語、定型に
とらわれない口語自由律俳句を標榜したユニークな俳句同好会
で、地域の芸術文化振興に大きく貢献されています。平成10
年に会の名称を「八乙女吟社」と改め、口語自由律俳句の原点
に立ち返ろうと研鑽を深め、一層の活躍が期待されます。

とう せん かい ふじ ま す ず ほ

藤扇会（代表・藤間 寿々穂）
日本舞踊。大曲地域。

【受賞理由】昭和29年に発会して以来半世紀以上にわたり、日
本舞踊の普及に務められ、県や県南部の文化向上に寄与されま
した。多数の名取および師範を輩出しており、各地域の文化活
動に貢献されています。その功績はめざましく、一層の活躍が
期待されます。

功　　労　　賞

奨　　励　　賞

5



　平成19年度の大仙市奨学生の申し込み受け付けを開始します。願書および募集要項は、

教育委員会または各分室に備え付けています。提出は郵送、または直接教育委員会までお持

ちください。なお定員を超えた場合は書類審査で選考を行います。

◆対象／市内に居住される方のお子さんで①経済的な理由により就学困難であること②学業

成績が優秀であること③心身共に健康であること④学校長の推薦があること⑤連帯保証人が

あること⑥県、その他の奨学金制度の奨学金を受けていないこと

◆貸付額・定員／【奨学金】<高校生>月額２万円（予定）・10人以内 <専門学校生・短大

生・大学生>月額４万円・30人以内、【特別奨学金（入学一時金）】<高校生>５万円・５人

以内（金額、人数ともに予定）<専門学校生・短大生・大学生>10万円・10人以内

◆償還／卒業後１年据え置き、10年以内で償還

◆申込受付期間／４月２日（月）から５月１日（火）まで

※直接提出の場合は土・日曜日、祝祭日を除く、郵送の場合は最終日まで必着

【問い合わせ・申し込み】教育委員会教育総務課☎ 0187-63-1111内線333まで

　市では、経済的な理由でお困りの保護者の方へ、学習に

必要な費用を援助しています。お悩みの方は、教育委員会

学校教育課か教育委員会各分室またはお子さんが現在通学

している学校にご相談ください。

【問い合わせ・申し込み】

教育委員会各分室

教育委員会学校教育課☎ 0187-63-1111内線336まで

　
農
振
農
用
地
区
域
内
に
あ
る
土
地
は
、原
則
的
に
農
業
以
外
に
使

用
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
や
む
を
得
ず
農
地

以
外
に
利
用
さ
れ
る
場
合
、農
振
除
外
の
手
続
き
を
行
う
事
で
転
用

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
各
地
域
の
農
林
振
興
課
に
あ
る
「
土

地
利
用
計
画
図
」
か
「
農
用
地
利
用
計
画
」
で
農
振
農
用
地
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
振
除
外
の
手
続
き
は
、
他
の
法
令
が
か
ら
む
も
の
が
多
く
手
続

き
も
複
雑
で
す
。
添
付
書
類
も
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
各
地
域
の
農
林
振
興
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
除
外
申
請
か
ら
農
地
転
用
許
可
ま
で
通
常
約
半
年
ほ
ど
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
除
外
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、
転
用
ま
で
の
予
定

を
し
っ
か
り
と
立
て
て
か
ら
申
し
出
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
農
振
除
外
要
件
／
農
振
除
外
を
行
う
た
め
に
は
、次
の
①
〜
⑤
ま

で
の
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
必
要
性
お
よ
び
緊
急
性
が
あ
り
、ほ
か
に
代
替
す
べ
き
土
地
が
な

い
こ
と
。

②
農
地
の
集
団
性
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
。

③
農
業
用
施
設
等
の
機
能
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

④
土
地
改
良
事
業
等
の
工
事
が
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
、
８
年
を
経
過
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
。

⑤
他
法
令（
都
市
計
画
法
、
農
地
法
な
ど
）の
許
可
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

◆
申
込
受
付
期
間
／
３
月
15
日（
木
）か
ら
５
月
15
日（
火
）ま
で

※
申
し
込
み
は
年
２
回
で
、
次
回
は
９
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
こ
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

各
総
合
支
所
農
林
振
興
課

農
林
振
興
課
農
振
担
当

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１
内
線
２
４
７
ま
で

農地以外への転用手続き「農振除外」について

大仙市就学援助

大仙市奨学生制度
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大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111

DAISEN City Public Relations  2007.3.1

対
象
／
障
害
程
度
区
分
で
区
分
３
以
上
の

方
、
50
歳
以
上
は
区
分
２
以
上
と
判
定
さ

れ
た
方

実
施
施
設
／
ま
つ
く
ら

【
自
立
訓
練
支
援
事
業
】

　
地
域
で
の
生
活
へ
移
行
す
る
た
め
の
訓
練

（
食
事
や
家
事
な
ど
の
日
常
生
活
能
力
の
向
上
）

を
行
い
、
ま
た
利
用
者
か
ら
の
日
常
生
活
上

の
相
談
に
応
じ
生
活
能
力
の
維
持
・
向
上
を

支
援
し
ま
す
。

実
施
施
設
／
ま
つ
く
ら
、
し
み
ず

【
就
労
継
続（
Ｂ
型
）支
援
事
業
】

　
施
設
で
の
作
業
を
通
じ
て
働
く
こ
と
に
対

す
る
認
識
や
能
力
の
向
上
を
図
り
、
将
来
的

に
は
一
般
就
労
へ
の
移
行
を
支
援
し
ま
す
。

※
作
業
は
農
作
業
、
箱
の
組
み
立
て
、
ポ
リ

パ
ッ
ク
袋
詰
め
、
か
ご
編
み
、
革
製
品
の
製

作
、
企
業
か
ら
の
依
頼
作
業
な
ど
を
予
定

実
施
施
設
／
ま
つ
く
ら
、
し
み
ず

【
問
い
合
わ
せ
】

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
８
７(

63)

０
２
７
７

ふ
れ
あ
い
の
郷
ま
つ
く
ら

☎
０
１
８
７(

66)

１
４
１
３
ま
で

　
市
で
は
、
各
種
審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
登

用
促
進
や
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

女
性
の
人
材
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
登
録
者
は
少
な
い
状
況

　
罰
則
規
定
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
、
浄
化
槽

法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
追
加
さ
れ
た
規
定
の
内
容
に
あ
わ
せ
て

浄
化
槽
の
仕
組
み
、
使
用
方
法
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
浄
化
槽
を
設
置
予
定
の
方

◆
日
時
／
３
月
18
日（
日
）午
後
２
時
〜
３
時

◆
会
場
／
大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

下
水
道
課
☎
０
１
８
７(

66)

４
９
０
７

内
線
２
０
５
・
２
０
６
ま
で

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、４
月
に
通

所
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
し
み
ず<

仮
称>

」（
中

仙
地
域
清
水
地
区
）を
開
設
予
定
で
す
。
そ
れ
に

合
わ
せ
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
次
の

３
つ
の
事
業
を
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
し
み
ず
」
と

「
ふ
れ
あ
い
の
郷
ま
つ
く
ら
」で
実
施
し
ま
す
。

◆
３
つ
の
事
業
内
容
／

【
生
活
介
護
支
援
事
業
】

　
日
常
生
活
で
の
食
事
や
排
泄
な
ど
の
介
護
、

軽
作
業
の
機
会
を
提
供
し
、
身
体
能
力
や
日

常
生
活
の
維
持
・
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
事
業

新
事
業
を
実
施
し
ま
す

浄
化
槽
セ
ミ
ナ
ー
実
施

法
改
正
に
よ
る
変
更
に
つ
い
て

女
性
人
材
リ
ス
ト

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

で
す
。
興
味
・
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
／
20
歳
以
上
の
女
性
で
①
市
内

に
在
住
・
勤
務
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
市

内
の
団
体
に
所
属
し
て
い
る
方
②
各
分
野

で
見
識
、
経
験
が
あ
る
方
③
各
種
審
議
会

な
ど
に
委
員
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
を
希

望
し
、
女
性
人
材
リ
ス
ト
へ
の
登
録
に
同

意
で
き
る
方

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

男
女
共
同
参
画
室

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
２
９
９
ま
で

◆
募
集
住
宅
／

【
大
曲
地
域
】
船
場
町
市
営
住
宅
老
人
向

け
・
１
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
63
建
設
）

◆
入
居
資
格
／
①
60
歳
以
上
の
方
②
住
宅
に

困
っ
て
い
る
方
③
収
入
が
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
る
収
入
基
準
以
下
の
方
④
市
町
村

税
に
滞
納
が
な
い
方
⑤
市
内
に
居
住
す
る

連
帯
保
証
人
が
い
る
方

◆
家
賃
／
入
居
者
の
収
入
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す

◆
入
居
予
定
日
／
３
月
23
日（
金
）

◆
申
込
受
付
期
間
／
３
月
１
日（
木
）か
ら
９

日（
金
）ま
で（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

都
市
計
画
課

☎
０
１
８
７(

66)

４
９
０
８
ま
で

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

大
曲
地
域
老
人
向
け
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市役所からの

　
市
立
大
曲
病
院
で
臨
時
介
護
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
申
し
込
み
は
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
し
、
市
立
大
曲
病
院
ま
で
郵
送
ま
た
は
直

接
持
参
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
の
提
出
時
点
で

申
し
込
み
と
し
、選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

◆
職
種
・
採
用
人
員
／
介
護
職
員
・
１
人

◆
応
募
資
格
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

ま
た
は
介
護
福
祉
士
の
資
格
が
あ
り
、
通

勤
可
能
な
方

◆
面
接
日
時
／
３
月
16
日（
金
）午
後
１
時
10

分
〜

◆
雇
用
条
件
／

賃
金
＝
日
額
５
７
０
０
円
〜
６
５
０
０
円

（
通
勤
手
当
て
な
し
）

勤
務
時
間
＝
【
日
勤
】
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
【
準
夜
】
午
後
４
時
45
分

〜
午
前
０
時
15
分
【
深
夜
】
午
前
０
時
〜

９
時
【
遅
番
】
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
６

時
30
分（
月
１
〜
２
回
程
度
）

休
日
＝
勤
務
表
に
よ
る（
原
則
と
し
て
４

週
８
休
）

◆
申
込
受
付
期
限
／
３
月
14
日（
水
）午
後
５

時
◆
採
用
予
定
日
／
４
月
２
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

市
立
大
曲
病
院
管
理
課

☎
０
１
８
７(

63)

９
１
０
０
ま
で

〒
０
１
４-

０
０
６
７

大
仙
市
飯
田
字
堰
東
２
１
０

市
立
大
曲
病
院
管
理
課
宛

市
立
大
曲
病
院
臨
時
職
員
募
集

臨
時
の
介
護
職
員
を
募
集

　
大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合
で
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
今
回
募
集
す
る
の
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
真
木
苑
」、「
真
昼
荘
」、

「
真
森
苑
」
の
３
施
設
で
す
。
申
込
用
紙
は
各

施
設
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
賃
金
や
就

業
時
間
・
休
日
等
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

は
各
施
設
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
職
種
・
必
要
な
資
格
／

【
介
護
業
務
】
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
主

事
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
い
ず
れ

か
の
資
格
が
あ
る
方
【
短
時
間
看
護
業

務
】
看
護
師
免
許
、
准
看
護
師
免
許
以
上

い
ず
れ
か
の
資
格
が
あ
る
方
【
看
護
業

務
】
看
護
師
免
許
、
准
看
護
師
免
許
以
上

い
ず
れ
か
の
資
格
が
あ
る
方
【
洗
濯
業

務
】
特
に
な
し
【
宿
日
直
代
行
業
務
】
特

に
な
し
【
用
務
員
】
特
に
な
し
※
真
昼
荘

勤
務
の
方
は
大
型
自
動
車
免
許
【
運
転
業

務
兼
介
助
業
務
】
大
型
運
転
免
許
の
ほ
か

介
護
業
務
と
同
様
の
資
格
【
一
般
事
務
】

特
に
な
し
【
調
理
業
務
】
栄
養
士
免
許
、
調

理
師
免
許
の
い
ず
れ
か

◆
申
込
受
付
期
限
／
３
月
12
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
木
苑

☎
０
１
８
７(

86)

９
０
６
０

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
昼
荘

☎
０
１
８
７(

85)

２
２
０
３

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
森
苑

☎
０
１
８
７(

69)

３
８
３
８
ま
で

介
護
福
祉
組
合
臨
時
職
員
募
集

大
仙
美
郷
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
情
報
シ
ス
テ
ム
課
で
は
、
デ
ー
タ
エ
ン
ト

リ
業
務
を
行
う
臨
時
職
員
（
キ
ー
パ
ン

チ
ャ
ー
）を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
の
際
は
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
、

郵
送
ま
た
は
直
接
情
報
シ
ス
テ
ム
課
ま
で
持

参
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
選
考
は
後
日

面
接
で
行
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容
／
機
械
的
に
処
理
で
き
な
い

デ
ー
タ
の
デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
マ
シ
ン
を
使

用
し
た
入
力
作
業

◆
採
用
人
員
／
１
人

◆
応
募
資
格
／
デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
業
務
の
経

験
が
あ
る
方

◆
雇
用
条
件
／

賃
金
＝
時
給
７
１
０
円（
通
勤
手
当
な
し
、

雇
用
保
険
あ
り
）

雇
用
期
間
＝
４
月
２
日（
月
）か
ら
９
月
28

日（
金
）ま
で

勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

休
日
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日

◆
申
込
受
付
期
限
／
３
月
12
日（
月
）

◆
採
用
予
定
日
／
４
月
２
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

情
報
シ
ス
テ
ム
課

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
１
３
４
・
１
３
８
ま
で

〒
０
１
４-

８
６
０
１

大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号

情
報
シ
ス
テ
ム
課
宛
（
大
曲
庁
舎
１
階
）

キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
募
集

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

訂正とおわび
　2月16日号の大曲地域版の３月の
カレンダー中、３月５日の確定申告
会場が「四ツ屋公民館」となってい
ましたが、正しくは「花館公民館」で
した。訂正しておわびします。
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４
月
か
ら
始
ま
る
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」

介

護

保

険

事

務

所

か

ら

の

お

知

ら

せ

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
に
筋
力
の
向
上
や
栄
養
改
善
、
口

腔
機
能
の
改
善
な
ど
介
護
予
防
を
目
的

と
し
た
内
容
の
サ
ー
ビ
ス
が
組
み
込
ま

れ
た
も
の
で
す
。
　

◆
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
／

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
方
】

　
更
新
申
請
等
で
「
要
支
援
１
〜
２
」
と

認
定
さ
れ
た
方
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
初
め
て
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
】

　
初
め
て
の
要
介
護
認
定
で
「
要
支
援
１

〜
２
」
と
認
定
さ
れ
た
方
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

介
護
保
険
事
務
所

☎
０
１
８
７(

86)

３
９
１
２

大
仙
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７（
87
）１
６
５
０
ま
で

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、「
要
介
護
認
定
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
要
介
護
認
定
を
受
け
「
要
支
援
１
」「
要
支
援
２
」
と
認
定
さ
れ

た
方
は
、
現
在
の
状
態
を
改
善
し
、
悪
化
を
防
ぐ
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
要
介
護
認
定
で
「
要
介
護
１
〜
５
」
と
認
定
さ
れ

た
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現在、経過介護と認定されている方は、その有効期間終了まで
介護サービスを利用することができます。

地域支援事業を
利用できます

要支援
１・２

介護予防サービス
を利用できます

要　介　護　認　定

介護サービスを
利用できます

経過介護
要介護
１～５

　市税の納付を「口座振替」にすると、わざわざ金融機関へ税金を

納めに行く必要がないほか、自動的に指定口座から引き落としにな

るため納め忘れがありません。ぜひご利用ください。また、領収書

は全納期終了後に送付になります。

◆取り扱い金融機関／

秋田銀行（市内各支店）、北都銀行（市内各支店）、秋田ふれあい信用金

庫（本店、市内各支店）、秋田おばこ農業協同組合（市内各支所、出張

所）、東北労働金庫大曲支店、市内郵便局

市税の納付は

便利な口座振替で
【問い合わせ】

税務課☎ 0187-63-1111内線112まで
振込の申し込みをする場合、各金融機関に備え付けてある次の申込書に記
入し、預金通帳と印鑑を持参して直接金融機関で手続きをお願いします。

　納付が遅れると延滞金が発

生する場合もあります。まだ

納付されていない方はお早め

に納付いただくか、税務課ま

でお問い合わせください。

市税の納付忘れ
ありませんか？

ご相談は税務課まで

市 県 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

国民健康保険税

5月

1期

全期

6月

1期

7月

2期

1期

8月

2期

2期

9月

3期

3期

10月

3期

4期

11月

4期

5期

12月

4期

6期

1月

7期

2月

8期

市 税 納 期 一 覧

振替日は月末になります（土・日曜日、祝日の場合は翌営業日）。
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　２月７日、満100歳の誕生日を迎えられた大友ヤス

さん（大曲地域内小友）の長寿祝い金贈呈式が自宅で行

われ、栗林市長から祝い金が手渡されました。

　ヤスさんは明治40年２月７日生まれ。毎朝決まった

時刻に起床し、身の回りの事は全部自分で行っていま

す。テレビで歌番組やのど自慢、相撲を見るのが大好き

食事とお茶の時
間が楽しみと言
うヤスさん。

で、家族の役に

立ちたいと、食

事後の後片付け

も手伝っている

そうです。

大友ヤスさんが100歳に
長寿祝い金贈呈式

　２月４日、仙北地域子ども教室実行委員会（藤井陽一会

長）による、ゆきんこまつりが仙北ふれあい文化センター

駐車場で行われ、子どもたちや保護者60人が冬の遊びを

楽しみました。参加者はスギッチの雪像やミニかまくらづ

くり、そりレースなどを楽しんだほか、太田青年会紙ふう

せん上げグループによる紙ふうせん上げも体験。自分たち

仙北公民館ゆきんこまつり
雪国ならではの遊びを体験

の作った紙ふう

せんが大空へ舞

い上がるたびに、

大きな歓声があ

がっていました。

スギッチの雪像づ
くり、楽しいよ。

　2月14日、中仙地域下鴬野押切地区で火振りかまく

らが行われました。押切地区の火振りかまくらは、明治

時代から行われ、一時期途絶えていましたが昭和54年

に復活。現在は地区をあげて稲俵の作成や火振りの指

導などを行い、毎年続けられています。

　当日は地区の子どもからお年寄りまで約60人が会場

押切火振りかまくら
子どもだって大人顔負け

を訪れ、一年間

の無病息災と

五穀豊穣を祈

りました。

一年間の災害を
焼き払う意味が
ある火振りかま
くら。

徒たちは「一生

懸命頑張りたい」

と抱負を語って

くれました。

　１月30日、市社会福祉協議会仙北支所の紫陽花館ミ

ニデイサービス利用者が、高校受験をひかえた仙北中学
・ ・

校3年生78人に、「合格」をもじった五角形のお守りを

プレゼントしました。このお守りは、生徒たちが農作業

で収穫した米をいただいたお礼と、受験を頑張ってもら

いたいという思いで作ったもの。お守りを受け取った生

高校生に手作りのお守りを送る
合格を願って心のこもったプレゼント

ミニデイサービス
利用者から、色と
りどりのお守りが
送られました。

　２月10日、大曲仙北広域交流センターを会場に大仙

市冬の集いが行われました。このイベントは市内６校の

高校生が、企画から運営までを行い実施したもの。イベ

ントでは学校や部活の紹介などのほか、各校代表の６

人と参加者によるのミニフォーラムが行われ、身近な

話題で交流を深めました。このようなイベントを行っ

大仙市青少年冬の集い（冬の学祭）
市内６校の高校生が交流を図る

たのは大仙市と

して初の試み。

青少年同士の一

体感を図り、今

後の健全育成活

動につなげたい

としています。 大曲工業高校による
ロボット相撲の紹介。

センター南外分室が命を尊び

人を思いやる心をはぐくもう

と南外中の生徒を対象に毎年

実施しているものです。参加

した８人は、お母さんや保健

師のアドバイスを受けながら

赤ちゃんの着替えやおむつ替

えなどお世話を実際に体験し

ました。

生徒たちは、赤ちゃんのかわい
いしぐさに思わず顔をほころば
せていました。

　1月12日、南外コミュニティセンターで思春期ふれあ

い体験学習が行われました。この体験学習は、市健康増進

南外中思春期ふれあい体験学習
命のぬくもり肌で感じて

10
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大
仙
の

　
冬
ま
つ
り

　２月11日、大曲地域花館地区で「川を
渡るぼんでん」が行われ、雄物川の渡舟場
には川面に映るぼんでんを見ようとたくさ
んの観光客やカメラマンが集まりました。
　今年は町内や事業所などから15本のぼ
んでんが標高210メートルの伊豆山神社
に奉納されました。
　川を渡るぼんでんは、川を渡る優雅で
美しい面と、急勾配の山道を登り激しく
もみ合う面など、優しさと厳しさの２つ
の顔を持っています。

川を渡るぼんでん

　２月17日、太田の火まつりが奥羽山荘西側広場で
行われました。まつりでは、雪中田植えや紙風船上
げ、ワラでつくられた高さ約10メートルの「かまく
ら」に火をつけての天筆焼きが行われました。今年上
げられた紙風船は53個、手作りの紙風船が、夜空に
舞い上がると辺りは幻想的な雰囲気に包まれました。

　２月11日、払田柵の冬まつりが、国指定史跡払田柵跡で行
われ、夕方には約800個のミニかまくらにろうそくがともさ
れ、会場は幻想的な雰囲気に包まれました。
　蝦夷ほたるとは、この地域で暮らしていた先人たちの魂と、
古代にこの地を飛び交っていたほたるをミニかまくらにろうそ
くをともして表現したもの。今年は雪不足のため、ミニかまく
らの代わりにペットボトルを代用して行われました。

払
田
柵
の
冬
ま
つ
り

か

い

蝦
夷
ほ
た
る

　２月11 日、協和地域の稲沢地区・水沢
温泉隣りの特設会場で「稲沢の雪祭り」
が行われました。まつりでは、たいまつ
を持った子どもたちがイルミネーション
の前で友情を深めあったほか、花火も打
ち上げられ冬の夜空を彩りました。

稲沢の雪祭り

　２月18日、協和地域合貝地区で「第
７回冬の詩情 in合貝」が行われました。
　イベントでは、連凧づくりや光のペー
ジェント、火振りかまくらのほか、秋田
のヒーロー「超神ネイガーショー」も行
われ、たくさんの子どもたちでにぎわい
ました。

う た あわせ がい

冬の詩情 in合貝

太
田
の
火
ま
つ
り

　２月15日、大曲地域の諏訪神社境内で
「鳥子舞」が行われました。鳥子舞は市神
様の祭典で、商売繁盛、五穀豊穣を祈願
するお祭り。神官は鶏をかたどった冠を
かぶり、その年の縁起が良い方角に御神
木を投げ入れると、集まった男衆が御神
木をめぐって争奪戦を繰り広げました。

鳥　子　舞
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おおきなせなかに
お便り広場お便り広場お便り広場

おおきなせなかに

・
土
・
里
を
守
る
安
定
対
策
が
本
番
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
た
め
、
行
政

と
各
機
関
で
連
絡
調
整
や
協
議
を
行
い
、
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
64
歳
男
性
）

月
１
日
号
の
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
に
私
の

書
い
た
文
章
が
載
っ
て
い
て
何
だ
か

照
れ
く
さ
い
気
持
ち
で
読
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
い
つ
も
以
上
に
、
気
合
と
図
書

カ
ー
ド
が
当
た
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め

て
は
が
き
を
書
き
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
27
歳
女
性
）

年
の
冬
は
雪
が
少
な
く
て
大
変
助
か
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
夏
に
は
水
不
足

に
な
る
の
で
は
？
と
、
今
か
ら
心
配
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
51
歳
男
性
）

年
は
雪
が
少
な
く
て
本
当
に
助
か
り
ま

す
。
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
今

ま
で
こ
ん
な
年
は
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
…
。
今
後
が
怖
い
で
す
。

（
協
和
地
域
・
48
歳
女
性
）

う
す
ぐ
鳥
子
舞
と
大
曲
の
綱
引
き
が
あ

り
楽
し
み
で
す
。
熱
い
「
そ
ば
」
が
振

る
舞
わ
れ
る
の
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
で
食
べ
ら

れ
な
い
の
が
残
念
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
11
歳
男
性
）

和
体
育
館
す
ご
い
で
す
ね
。
早
く
行
っ

て
、
目
い
っ
ぱ
い
体
を
動
か
し
た
い
で

す
。
冬
は
こ
た
つ
で
お
菓
子
を
つ
ま
ん
で
ば

か
り
な
の
で
、運
動
不
足
を
解
消
し
た
い
な
。

（
神
岡
地
域
・
20
歳
女
性
）

月
１
日
号
で
人
間
力
の
質
問
に
対
し
て

お
答
え
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
大
変
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

（
協
和
地
域
・
63
歳
男
性
）

年
は
本
当
に
雪
が
降
ら
な
い
で
す
ね
。

昨
年
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
や
む
の
か

と
思
い
な
が
ら
除
雪
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
除
雪
の
必
要
が
な
く
逆
に
気
味
が
悪

い
で
す
。
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
で
き
な
い

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と
、
雪
が
県
内
の

冬
に
貢
献
し
て
い
る
も
の
な
ん
だ
な
と
、
あ

ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
39
歳
男
性
）

ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
26
歳
女
性
）

木
真
昼
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真

は
、
ど
の
作
品
も
美
し
く
、
も
っ
と
大

き
く
し
て
見
た
い
と
思
え
る
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
あ
ら
た
め
て
地
元
の
雄
大
な
自
然
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域
・
36
歳
女
性
）

田
氏
庭
園
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
当
選
し
て

う
れ
し
い
で
す
！
毎
日
目
に
し
て
い

ま
す
が
飽
き
ま
せ
ん
。
２
０
０
７
年
が
過
ぎ

て
も
保
存
し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
53
歳
女
性
）

報
に
情
報
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
て
参

考
に
な
り
ま
す
。
「
や
す
ら
ぎ
コ
ン

サ
ー
ト
」
楽
し
み
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
72
歳
女
性
）

  

２
月
１
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

甘酒は冬の飲み物？
　ひな祭りなどで飲まれる

「甘酒」。寒い季節に温めて飲

むイメージがありますが、江

戸時代には夏バテ防止のため

夏に冷やして飲むのが一般的

だったんだとか。

　そのため俳句では「甘酒」

が夏の季語になっているそう

です。

水２今 今も

協

広 真池 今

２

ノ

　広報だいせん８月16日号が広報紙の部、９月16日号が組み写真の部で県代

表に選ばれ、全国広報コンクールに出場することになりました。この評価に満

足することなく、今後も分かりやすく見やすい広報紙作りを心がけます。

「
広
報
だ
い
せ
ん
」
が

　
秋
田
県
代
表
に
選
出
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健
康

バ
ラ
ン
ス

食
事

p
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ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
悪
く
な
っ
て

い
る
こ
の
ご
ろ
。
親
、
地
域
、
学
校
が

協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、登
下
校

の
時
は
、安
全
運
転
を
心
が
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
中
仙
地
域
・
59
歳
女
性
）

月
３
日
に
大
曲
小
と
花
館
小
の
記
念
演

奏
会
を
見
ま
し
た
。
演
奏
と
演
技
に

感
動
。
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
よ
！

（
大
曲
地
域
・
70
歳
女
性
）

紙
の
天
筆
焼
き
を
見
て
、
子
ど
も
の
こ

ろ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
78
歳
男
性
）

源
移
譲
に
よ
り
住
民
税
が
一
律
10
％
と

な
り
ま
す
。

　
そ
の
10
％
の
中
で
市
町
村
民
税
が
６
％
を

占
め
る
わ
け
で
す
か
ら
、
今
ま
で
以
上
に
有

効
な
税
金
活
用
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
49
歳
男
性
）

が
大
フ
ァ
ン
の
大
曲
太
鼓
道
場
さ
ん
。

演
奏
を
見
る（
聴
く
）た
び
に
鳥
肌
が
立

ち
、
体
が
震
え
涙
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　
３
月
に
秋
田
県
代
表
と
し
て
京
都
に
行
く

と
聞
き
ま
し
た
。
京
都
の
舞
台
で
大
い
に
あ

ば
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
50
歳
女
性
）

ス
停
が
近
く
に
あ
る
の
で
買
い
物
や
温

泉
の
帰
り
に
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
病
院
や
買
い
物
客

が
バ
ス
発
着
に
合
わ
せ
て
出
た
り
入
っ
た

り
。
赤
字
路
線
を
抱
え
、
今
後
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
？
バ
ス
を
待
つ
間
に
考
え
ま
し

た
。

（
大
曲
地
域
・
79
歳
女
性
）

仙
市
の
各
地
域
を
一
周
で
き
る
よ
う
な

バ
ス
路
線
の
企
画
を
立
て
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？（

大
曲
地
域
・
59
歳
女
性
）

　発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

新たに策定された「大仙市生涯学習推進計画」。
これは何年間を見通して策定されたものでしょう？

① ３年　 　② ４年　 　③ ５年

３ 15

バ

２ 子

税私

大

表

今月のヘルスメイトさん

材料（４人分）
◎切り干し大根20g◎鶏むね肉100g◎ショウガ薄

切り２枚◎キュウリ１本◎ニンジン１／４本◎長ネ

ギ（小）１／２本　◎A／酒大さじ１／２、塩少々

◎ B ／練りゴマ大さじ１、マヨネーズ大さじ１、

しょうゆ大さじ１、砂糖少々

作り方
①切り干し大根をぬるま湯でもどし、洗ってしぼり

食べやすい長さに切る。ニンジンは３ｃｍの長

さの千切りにし、さっと熱湯をくぐし冷ます。

②鶏むね肉の皮を取り除き、包丁で数カ所に切り込

みを入れ、Aを加え弱火で10分程蒸し煮にし、素

早く冷まして手で裂く。

③キュウリは斜め薄切りにしてから千切りにし、

さっと塩水につけ水洗い。しっかり水をきる。

④ショウガは薄い千切り、ネギは３ｃｍ程の長さに

切り、中の芯を取り除き細い千切りにする。

⑤Bの材料をよく混ぜ合わせあえ衣をつくる。

⑥①～④の材料を⑤のあえ衣であえる

※あえ物は水切りがポイントです。冬場はどうして

も野菜不足になりがちですが、乾物食品をうま

く利用して野菜不足を解消しましょう。

切り干し大根と

蒸し鶏のゴママヨあえ

ヘルスメイト
神岡支部

ヘルスメイトは、食生
活改善推進員養成講座
を修了し、地域で健康
づくり活動をすすめて
いるボランティアです。
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市長交際費（1月1日～31日）
摘　要　　 件 数　 　金　額

弔　慰  　　　　　　　　　　

慶　祝　　　　　　

協　賛　　　　2

合　計

　5

43

50

80,000

317,830

35,000

432,830

２月３日に大仙市を訪れた安倍晋三首相と
栗林市長ならびに久米助役。

い
つ
も
心
に
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
バ
を
！

グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
バ
バ
レ
エ
団
公
演

　
バ
レ
エ
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
、
男
性
コ
メ
デ
ィ
ー
バ
レ
エ
の
頂
点
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
バ
バ
レ
エ
団
」
待
望
の
大
仙

公
演
が
決
定
し
ま
し
た
。
笑
い
の
セ
ン
ス
と
素
晴
ら
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
溶
け
合
う
舞
台
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日時／６月24日（日）午後５時開演（午後４時30分開場）

会場／大曲市民会館

チケット料金／Ｓ席8,000円、Ａ席7,000円（全席指定）

電話予約日時／３月24日（土）午後１時～

　　　　　　　ノースロードミュージック☎ 018-833-7100まで

※チケットは電話予約販売のみで１人４枚まで。窓口（大曲市民会

館を含む市内各プレイガイド）でのチケット販売は行いません。

予定プログラム／白鳥の湖～第２章～、セレナディアーナ、パ・

ド・ドゥ、瀕死の白鳥、アイススケートをする人々

【問い合わせ】

大曲市民会館（月曜休館）☎ 0187-63-8766

ノースロードミュージック☎ 018-833-7100まで

平
成
19
年
度
大
曲
市
民
会
館
自
主
事
業

● １日 ・木 大曲高等学校卒業式

● ２日 ・金 大曲工業高等学校卒業式

有坂直樹氏「KEIRIN

　グランプリ06」優勝祝賀会

● ３日 ・土 大曲農業高等学校卒業式

● ５日 ・月 定例記者会見

秋田修英高等学校卒業式

● ６日 ・火 秋田県仙北地域保健医療協議会

● ７日 ・水 第１回市議会定例会（２日目）

● ８日 ・木 第１回市議会定例会（３日目）

● ９日 ・金 大曲養護学校卒業式

● 10日 ・土 100歳長寿祝金贈呈（中仙地域）

● 11日 ・日 「かわまちづくり」シンポジウム

　　開催に伴う流域首長懇談

● 15日 ・木 100歳長寿祝金贈呈（南外地域）

第１回花館財産区議会定例会

● 16日 ・金 大仙美郷介護福祉組合管理者等会議

● 19日 ・月 第１回市議会定例会（最終日）

● 20日 ・火 神岡ふるさと振興公社取締役会

● 22日 ・木 大仙市健康づくり推進協議会

● 23日 ・金 仙北地域協議会

太田地域協議会

● 24日 ・土 大曲地域協議会

新作花火コレクション2007

● 25日 ・日 協和体育館竣工式

● 26日 ・月 南外地域協議会

中仙地域協議会

● 27日 ・火 協和地域協議会

西仙北地域協議会

● 28日 ・水 神岡地域協議会

● 29日 ・木 大仙美郷介護福祉事務組合

　　議会定例会

● 30日 ・金 大曲南外学校給食センター竣工式

[３月の市長の動き]
※日程が変更になる場合があります。
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３月１日(木)～20日(火)
大仙市の行事予定

16 (金)

20  (火)

５ (月)

９ (金)

13 (火)

(木)15 農振除外申込受付開始日※Ｐ６

７ (水) 第１回市議会定例会（２日目）

８ (木) 第１回市議会定例会（３日目）

19 (月)
第１回市議会定例会（最終日）
ピアカウンセリング公開講座■午前10時～■県立農業科学館※Ｐ17

14 (水)

６ (火) 大仙市シルバー人材センター入会説明会■午前10時～■シルバー人材センター

１３/ (木)

農業者年金受給相談会■午後１時～■西仙北高齢者ふれあいセンター２ (金)

(土)３

４ (日)

やすらぎコンサート（要整理券）■午後３時開演■太田文化プラザ（無料）
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：こまい歯科医院（大曲）☎0187-62-4189
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

12 (月)

10 (土)

17 (土)

11 (日)

休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：金子歯科医院（大曲）☎0187-63-7300
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

18 (日)

浄化槽セミナー■午後２時～■大曲仙北広域交流センター※Ｐ７
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：船木歯科医院（大曲）☎0187-63-0027
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

大曲市民会館
大曲仙北広域市町村圏組合事務局
大仙市役所大曲南庁舎
自然科学調査事務所
東邦技術（株）
コムシス東北テクノ（株）

11:10～12:30
13:35～14:45
15:00～16:00

【問い合わせ】健康増進センター☎0187-62-9301まで

献血日程表

10日(土)
全 血

大曲

10:00～16:00 
ふれあい献血キャンペーン

アクロス大曲（スーパードラッグ大曲店前）

18日(日)
全 血

中仙

10:00～16:00 
ふれあい献血キャンペーン

ジャスコ中仙店

２日(金)
成 分

大曲

６日(火)
全 血

大曲

東北農業研究センター
総務部大曲総務分室

10:00～12:00

大仙市役所大曲庁舎13:00～16:00

秋田精密（株）
大晃商事（有）アースクリーン刈和野
昭和コンクリート工業（株）秋田工場
比内時計工業（株）刈和野工場

10:00～10:50
11:10～12:00
13:00～14:00
14:15～15:30

13日(火)
全 血

  西仙北

エース光学（株）秋田工場
秋田県埋蔵文化財センター
仙北保健センター
東京端一（株）秋田事務所

09:30～10:40
11:10～12:20
13:30～14:30
14:50～16:00

16日(金)
全 血

仙北

特別養護老人ホーム愛幸園

神岡福祉センター

10:00～11:00

12:00～16:00
27日(火)
全 血

神岡

東北電力（株）大曲営業所
中嶋内科医院
光山電気工業（株）秋田工場
シャインプラザ平安閣
大曲養護学校

12:45～13:40
13:55～14:45
15:00～16:00

22日(木)
全 血

大曲
10:00～11:40

10:00～10:55
※受け付けは
　中央公民館

３

企画展

■魅惑のアマリリス展

期間／３月４日（日）まで

■フォトコンクール作品展

期間／３月６日(火)から18日（日）まで

■農業高校・総合学科紹介展（能代西高校）

期間／３月21日(水)まで

■春蘭花物・雪割草展

期間／３月21日(水)から25日（日）まで

特別展

■山野草・大岩ウチワ・雪割草と木工花台展

期日／３月31日(土)、４月１日（日）

※成分献血は採血終了まで１時間程かかるため、協
力者をお待たせしないよう予約制をとっています。
成分献血に協力いただける方は健康増進センターま
でお申し込みください。
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対象は大学卒業程度
税務職員募集

　仙台国税局では来年度の職員を

募集しています。今回募集するの

は試験内容が大学卒業程度の「国

税専門官」です。申し込み用紙は

仙台国税局人事第二課または大曲

税務署に備え付けています。

◆受験資格／①昭和53年４月２

日から昭和61年４月１日生まれ

の方②昭和61年４月２日以降に

生まれた方で「大学を卒業した方

および平成20年３月までに大学

を卒業見込みの方」か「人事院が

①と同等の資格があると認める方」

◆申込受付期間／４月２日（月）か

ら13日（金）まで

【問い合わせ・申し込み】

仙台国税局人事第二課

☎ 022-263-1111

大曲税務署

☎ 0187-62-2192まで

応募をお待ちしています
労働基準監督官採用試験

◆受験資格／①昭和53年４月２

日から昭和61年４月１日までに

生まれた方②昭和61年４月２日

以降に生まれた方で「大学を卒業

した方および平成20年３月まで

に大学を卒業する見込みの方」か

「人事院が①と同等の資格がある

と認める方」

◆試験期日／６月10日（日）

◆試験会場／秋田大学（予定）

◆申込受付期間／４月２日（月）か

ら13日（金）まで※提出はなるべ

く郵送で、持参する場合は午前８

時30分～午後５時15分

【問い合わせ・申し込み】

秋田労働局総務部総務課人事係

☎ 018-862-6681まで

〒010-0951

秋田市山王７丁目１-３秋田合同庁舎

　現在、西仙北ＩＣにはＥＴＣ装置が未設置ですが、ＥＴＣを利用した

「通勤割引」、「深夜割引」の利用が可能になりました。

　西仙北ＩＣから高速道路に入る場合は、入口で通行券を取り、降りる

ＩＣで「一般」のレーンに入り、その通行券とＥＴＣカードを係員に見

せ「割引を適用したい」と申し出ください。また確認のため出口で車両

番号を控えさせていただきますのでご了承ください。

　他のＩＣから高速道路に入り西仙北ＩＣで降りる場合は、通常と同じ

くＥＴＣレーンから入り、西仙北ＩＣで係員のいる出口ブースでＥＴＣ

カードを係員に見せてください。

　なお、これらの取扱いはＥＴＣ車載器が取付・セットアップされてい

る車で、ＥＴＣカードを使用して通行料金を支払う場合に限りますので、

ご注意ください。

【問い合わせ】西仙北料金所☎ 0187- 87-7010まで

ＥＴＣ時間帯割引
西仙北ＩＣでも利用可能になりました

３月から診療日・時間が変更  太田国保歯科診療所
◆診療日／月曜日から土曜日まで※水・土曜日の午後、日曜日・祝祭日は休診

◆診療時間／【月・火・木・金曜日】午前８時30分～午後５時15分

　　　　　　　【水・土曜日】午前８時30分～午後０時30分

【問い合わせ】太田国保歯科診療所☎ 0187-88-1400まで

各種試験実施「国家公務員採用試験」
　国家公務員の各種採用試験を実施します。申込書の請求や受験に関す

る内容や申込用紙の請求については人事院ホームページ（ht t p : / /

www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）をご覧いただくか、人事院東北事務

局までお問い合わせください。

【問い合わせ・申し込み】

人事院東北事務局

第二課試験係

☎ 022-221-2022まで

【募集職種内容】
◆大学卒業程度／国家公務員採用Ⅰ種・Ⅱ種、
国税専門官、法務教官、労働基準監督官、航
空管制官
◆高校卒業程度／国家公務員採用Ⅲ種、刑務
官、入国警備官、皇宮護衛官、航空保安大学校
学生、海上保安学校学生（特別）、海上保安学校
学生、海上保安大学校学生、気象大学校学生

　　　試　験　名 　　受付期間（消印有効）　　　　　　　第１次試験

　Ⅰ種試験（大学卒業程度） ４月２日（月）から９日（月）まで ４月29日（日）

　Ⅱ種試験（大学卒業程度） ４月13日（金）から24日（火）まで ６月17日（日）

　Ⅲ種試験（高校卒業程度） ６月26日（火）から７月３日（火）まで ９月９日（日）
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より効率よい免許取得を
大型免許技能試験

　免許試験をより効率良く行うた

め、３月から「大型免許技能試験」

を予約制にすることにしました。

みなさんのご理解とご協力をお願

いします。

◆予約受付時間／午前８時30分

～午後４時（土・日曜日、祝日、年

末年始を除く）

◆受付窓口／秋田県運転免許セン

ター１階50番窓口

【問い合わせ】

秋田県運転免許センター

☎ 018-862-7570まで

お気軽に相談ください
相続や土地家屋の無料相談

◆日時／３月23日(金)午前10時

～午後３時※１人につき30 分、

申し込み必要

◆会場／市社会福祉協議会

◆相談員／相馬完さん（司法書士）

【問い合わせ・申し込み】

市社会福祉協議会

☎ 0187-63-0277まで

秋田スギで家造り
秋田スギ内装材プレゼント

　家を新築、または全面的に改築

する方を対象に「秋田スギ内装

材」をプレゼントします。新しい

家に秋田スギを使用してみてはい

かがでしょう。

◆提供するもの／秋田スギ内装材

（壁面材、床材、天井材、廻り縁な

ど）

◆提供戸数／50戸（１戸当たりの

内装材は216,000円を上限、予定戸

数を超えた場合は公開抽選会）

◆申込受付期限／３月19日（月）

【問い合わせ・申し込み】

あきた県産材利用センター

☎ 018-837-8095まで

「障害」について考える
ピアカウンセリング公開講座

　ピアカウンセリング（障害当事

者同士がお互いに平等な立場で話

しを聞き会う）の第一線で活躍し

ている安積遊歩さんを講師に迎え

た公開講座です。

　障害の有無を問わず受講者を募

集しますので、ピアカウンセリン

グや障害者福祉に興味をお持ちの

方はぜひ参加ください。みなさん

の参加をお待ちしています。

◆日時／３月19日（月）【第１部・

講演会】午前10時～正午【第２

部・体験学習】午後１時～３時30

分

◆会場／県立農業科学館

◆定員／100 人※第２部は希望

者のみ

◆参加費／無料

◆申込受付期限／３月12日（月）

【問い合わせ・申し込み】

大仙障害者相談支援センター

「かしわ」

☎ 0187-87-7302まで

運動で健康増進
３月の健康づくり教室

◆対象／高校生以上の方

◆日時／【貯筋教室】毎週火曜日、

午後７時～８時30分【ダイエッ

ト教室】３月21日を除く毎週水

曜日、午後２時～３時30分【健

康運動教室】３月30日を除く毎

週金曜日、午後７時～８時30分

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆参加費／各2,000円※ダイエッ

ト教室のみ1,500円

【問い合わせ】

中仙保健センター

☎ 0187-56-7211まで

秋田の里山を考える
あきたの環境を考える集い

　県で行っている「環境あきた県

民塾」の紹介や、俳優であり「日

本野鳥の会」会長でもある柳生博

さんを講師に迎えた講演会を行い

ます。みなさ

んのご来場

をお待ちし

ています。

　また託児

も行います

ので、希望さ

れる方は県

環境あきた

創造課に 10

日前まで申し込みください。

◆日時／３月17日（土）午後１時

30分～４時

◆会場／秋田県児童会館子ども劇

場（秋田市）

◆定員／500人※先着順、申し込

み不要

◆入場料／無料

【問い合わせ】

県環境あきた創造課

☎ 018-860-1574まで

環境問題を学びませんか
環境あきた県民塾

　19年度の「環境あきた県民塾」

を行います。講義のほか、施設見

学などを行う体験講座もありま

す。16歳以上ならどなたでも参

加できますので、ぜひご参加くだ

さい。

◆開講日／月１回程度（５月～11

月）で原則日曜日

◆会場／大曲仙北広域交流セン

ター

◆受講料／無料

【問い合わせ・申し込み】

県環境あきた創造課

☎ 018-860-1574まで

柳生さんの講演テーマは
「花鳥風月の里山」。
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空気が澄んでいる季節
全国で一番早い花火競技大会を楽しみませんか

3/24（土）
午後６時20分～
大曲ファミリースキー場

　新作花火コレクションは、平成４年から開催されて
いる花火競技大会です。
　花火師たちとの交流や技術の向上を地域の活性化に
つなげようと始められ、今年で16回目を迎えます。

新作花火コレクション2007
若手花火師による
日本一早い花火競技大会

　新作花火コレクションには、日本

煙火協会青年部に所属する若手花火

師を招待し、４号玉10発、５号玉５

発の少ない打ち上げ数でテーマを表

現し、美しさを競い合います。

　全国で１番最初に開催される花火

競技大会で、その年の花火の流行・技

術をいち早く楽しむことができます。

　また、この季節は１年で一番空気

が澄んでいることから、花火がもつ

本来の色の鮮やかさ、迫力ある音を

五感で堪能することができる競技大

会です。

【問い合わせ】

大曲花火倶楽部☎0187-62-6887まで

　人　口　94,404 人（－109）

　　　男　44,774 人（－ 42）

　　　女　49,630 人（－ 67）

　世帯数　30,477世帯（－ 7）

（１/31現在）▼
２
月
11
日
、
大
曲
地
域
で
行
わ
れ
た
「
川
を
渡
る

ぼ
ん
で
ん
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
が
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
の
は
今
回
で
６
回
目
。
今
年
は
雪
も

あ
ま
り
降
っ
て
お
ら
ず
、
正
直
楽
勝
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。川
を
渡
る
前
ま
で
は
…
▼
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、

ぼ
ん
で
ん
が
川
を
渡
る
の
が
メ
ー
ン
な
の
で
す
が
、

実
は
そ
の
先
に
登
山
が
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
す
。
と

言
っ
て
も
さ
ほ
ど
高
い
山
で
は
な
く
、
登
山
好
き
の

方
に
と
っ
て
は
何
で
も
な
い
高
さ
。
実
際
、
私
も
昨

年
は
頂
上
の
神
社
に
納
め
る
御
神
酒
を
背
負
い
な
が

ら
登
っ
た
も
の
で
し
た
▼
し
か
し
、
今
年
は
勝
手
が

違
い
ま
し
た
…
。
中
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
当
た
り
か

ら
足
が
上
が
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
美
し
い
景
色

を
眺
め
る
余
裕
も
な
く
、
た
だ
足
下
を
見
て
ひ
た
す

ら
登
る
の
み（
写
真
も
撮
ら
ず
）。
一
人
で
ギ
リ
ギ
リ

の
攻
防
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
▼
い
ろ
い
ろ
考
慮
し
た

結
果
、理
由
は
体
重
の
増
加
と
思
わ
れ
ま
す（
信
じ
た

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）。
あ
り
が
と
う
「
川
を
渡
る
ぼ

ん
で
ん
」。
お
か
げ
で
目
が
覚
め
ま
し
た
。
今
年
の
目

標
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
決
定
で
す
。
あ
ぁ
、
つ
い
に

言
っ
て
し
ま
っ
た
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
）


